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2009年度第2四半期決算説明会20092009年度年度第第22四半期四半期決算説明会決算説明会

１．2009年度第2四半期連結決算概況１．2009年度第2四半期連結決算概況

２．2009年度業績予想２．2009年度業績予想

Hitz

３．中期経営計画「Hitz
 

Innovation
 

Ⅱ」の進捗状況３．中期経営計画「Hitz
 

Innovation
 

Ⅱ」の進捗状況
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2009年度第2四半期決算のポイント20092009年度年度第第22四半期四半期決算のポイント決算のポイント

１．１．営業利益、経常利益の拡大営業利益、経常利益の拡大
 

（過去最高益を更新）（過去最高益を更新）

２．自己資本比率の増加２．自己資本比率の増加
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１．１．20092009年度年度第第22四半期連結四半期連結決算概況決算概況
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損 益 概 要損損
 

益益
 

概概
 

要要

（億円）
2008年度

 2Q累計
2009年度

 2Q累計
比較

受 注 高 1,564 1,462 ▲102

売 上 高 1,217 （1,300）

 

1,233 16

営 業 利 益
（ 営 業 利 益 率 ）

41
(3.4%)

（35）

 

55
（2.7%）

 

(4.5%)

14
(1.1%)

営 業 外 損 益 ▲5 16 21

経 常 利 益
（ 経 常 利 益 率 ）

36
(3%)

（25）

 

71
（1.9%）

 

（5.8%)

35
(2.8%)

特 別 損 益 ▲44 － 44

税引前四半期純利益 ▲7 71 78

四 半 期 純 利 益
（ 四 半 期 純 利 益 率 ）

▲20
(▲1.6%)

（20）

 

70
（1.5%）

 

(5.7%)

90

 (7.3%)

（注）2009年度第2四半期累計期間の括弧内の数字は、2009年5月に公表した見通し。
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セグメント別営業損益状況セグメント別営業セグメント別営業損益損益状況状況

(億円）

環境・

プラント

機械・

 プロセス

 機器
精密機械

鉄構・

 建機
その他 計

2009年度

 2Q累計

売 上 高 435 466 59 120 153 1,233

営業利益 ▲7 58 ▲1 3 2 55

2008年度

 2Q累計

売 上 高 442 390 82 116 187 1,217

営業利益 1 40 3 ▲9 6 41

比較
売 上 高 ▲7 76 ▲23 4 ▲34 16

営業利益 ▲8 18 ▲4 12 ▲4 14
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営業損益の増減内訳営業損益の営業損益の増減内訳増減内訳
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営業外損益の内訳営業外損益の内訳営業外損益の内訳

（億円）
2008年度

 2Q累計
2009年度

 2Q累計
比較

金 利 負 担 額

 （受取利息－支払利息）
▲8 ▲7 1

受 取 配 当 金 1 1 0

持分法による投資利益 1 17 16

そ の 他 営 業 外 損 益 1 5 4

計 ▲5 16 21
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特 別 損 益 内 訳特特
 

別別
 

損損
 

益益
 

内内
 

訳訳

（億円）
2008年度

 2Q累計
2009年度

 2Q累計
比較

特 別 利 益 固 定 資 産 売 却 益 5 － ▲5

特 別 損 失 訴 訟 損 失 引 当 金 繰 入 額 ▲49 － 49

特別損益

 
合計 ▲44 － 44
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キャッシュフロー・有利子負債キャッシュフロー・有利子負債キャッシュフロー・有利子負債
（億円） 2008年度

 2Q累計
2009年度

 2Q累計
比較

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

営 業 活 動 に よ る ｷ ｬ ｯ ｼ ｭ ﾌ ﾛ ｰ 24 ▲22 ▲46

投 資 活 動 に よ る ｷ ｬ ｯ ｼ ｭ ﾌ ﾛ ｰ ▲66 ▲60 6

財 務 活 動 に よ る ｷ ｬ ｯ ｼ ｭ ﾌ ﾛ ｰ ▲149 ▲27 122

そ の 他 の 増 減 ▲1 － 1

ｷ ｬ ｯ ｼ ｭ ﾌ ﾛ ｰ 増 減 額 合 計 ▲192 ▲109 83

現 金 ・ 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 542 500 ▲42

現 金 ・ 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高 350 391 41

（億円） 2009年

 3月末
2009年

 9月末
比較

有
利
子
負
債

借 入 金 (注)

 

696 (注)

 

680 ▲16

社 債 340 332 ▲8

合 計 1,036 1,012 ▲24
(注)リース債務を含む。
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0

500

1,000

1,500

2008年度2Q累計 2009年度2Q累計

セグメント別受注状況セグメント別セグメント別受注状況受注状況

環 境 ・ プ ラ ン ト

機 械 ・ プ ロ セ ス 機 器

そ の 他

鉄 構 ・ 建 機

1,462億円
1,564億円

（億円） ▲102億円（▲6.5%）減

精 密 機 械
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セグメント別受注状況セグメント別セグメント別受注状況受注状況

2008年度

 2Q累計
2009年度

 2Q累計
比較

環 境 ・ プ ラ ン ト 569 970 (70.5%) 401

機械・プロセス機器 500 191 (▲61.8%)

 
▲309

精 密 機 械 84 40 (▲52.3%)      ▲44

鉄 構 ・ 建 機 149 97 (▲34.9%)

 
▲52

そ の 他 262 164 (▲37.4%)

 
▲98

受 注 高 合 計 1,564 1,462 (▲6.5%)

 
▲102

（億円）
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２２．．20020099年度年度業績予想業績予想
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2009年度業績予想20020099年度年度業績予想業績予想

(億円）
2008年度

 実績
2009年度

 5月時見通し
2009年度

 今回見通し

受 注 高 2,531 3,300 3,300

売 上 高 2,986 3,000 2,900

営 業 利 益 116 100 120
（ 営 業 利 益 率 ） (3.9%) (3.3%) (4.1%)

経 常 利 益 89 70 130
（ 経 常 利 益 率 ） (3%) (2.3%) (4.5%)

特 別 損 益 ▲43 0 0

そ の 他 ▲32 ▲20 ▲30

当 期 純 利 益 14 50 100
（ 当 期 純 利 益 率 ） (0.5%) (1.7%) (3.4%)

Ｒ Ｏ Ｉ Ｃ 6.8% 5.7% 6.8%
＊ROIC（投下資本利益率） ＝ 営業利益 ÷ 投下資本

 
投下資本 ＝ 自己資本 + 有利子負債 ＋ 少数株主持分 － （短期有価証券 ＋ 投資有価証券）
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2009年度セグメント別受注見通し20092009年度セグメント別受注見通し年度セグメント別受注見通し
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2009年度セグメント別営業損益見通し20092009年度セグメント別年度セグメント別営業営業損益見通し損益見通し



16

有利子負債残高の見通し有利子負債残高有利子負債残高のの見通し見通し
（億円）

2,988

2,210

1,762 1,724

1,539

1,119
1,022 1,036 1,012 1,000

700

6.4

1.3 1.2

0.7

8.1

1.51.4

4.8

4.1
3.9

2.1

0

1,000

2,000

3,000

0

1

2

3

4

5

6

7

8

2002年

 
3月末

2003年

 
3月末

2004年

 
3月末

2005年

 
3月末

2006年

 
3月末

2011年

 
3月末

 
計画

2007年

 
3月末

D/Eﾚｼｵ(倍)

2008年

 
3月末

ＨＩ計画-Ⅱ

 
目標

2010年

 
3月末

 
見通し

2009年

 
3月末

自己資本比率

24.1％
9.7％

19.3％

6.2％

30％以上

19.4％
22.7％

2009年

 
9月末

（注）2009年3月末以降はリース債務を含む。



17

３３．中期経営計画「．中期経営計画「HitzHitz
 

InnovationInnovation
 

ⅡⅡ」」
 （（20082008～～20102010年度）年度）の進捗状況の進捗状況
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「Hitz
 

Innovation Ⅱ」計画の重点施策「Hitz
 

Innovation Ⅱ」計画の重点施策
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太陽電池フィルム製造装置（機能性フィルム装置）太陽電池フィルム製造装置（機能性フィルム装置）

①低残留歪

②両表面平滑性、鏡面性

③高厚み精度

④高温溶融・高温成形

⑤省エネ

対象主製品 : 耐熱性フレキシブル基板フィルム

製品厚み : 50～400μm(最小20～30μm）

製品幅 : 500mm
押出量 : 10～30kg/h

キーワード

ポリシング機
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BB

CC

B

 
’

C

 
’DD

D

 
’

AA
A

 
’

EE

FF

フ

 
ィ

 
ル

 
ム

 
の

 
走

 
行

A,A’：巻き出し、巻き取りロール
B,B’：フリーロール(ガイドロール)
C,C’：フリーロール(ガイドロール)
D,D’：張力検出ロール
E：キャンロール(冷却用)
F：脱ガス用ヒーター加熱ユニット

成膜用：スパッタカソード

太陽電池フィルム製造装置（ロールｔｏロール成膜装置）太陽電池フィルム製造装置（ロールｔｏロール成膜装置）
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デモ実証機

 

主仕様

テーブルサイズ

 

最大1400×1400mm
テーブル速度

 

最大1000mm/s
テーブル精度

 

＜±5μm

当社レーザ加工デモ実証機

レーザ光照射部

加工テーブル部

薄膜系太陽電池構造とレーザ加工

乾電池直列と同等イメージ

ﾚｰｻﾞﾋﾞｰﾑ ﾚｰｻﾞによる溝加工

(ﾊﾟﾀｰﾆﾝｸﾞ）

太陽電池製品種類例

薄膜系太陽電池 フレキシブル太陽電池

太陽電池フィルム製造装置（レーザ加工装置）太陽電池フィルム製造装置（レーザ加工装置）
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米国脱硝触媒工場稼動へ米国脱硝触媒工場稼動へ米国脱硝触媒工場稼動へ

H&N

 
Catalyst Manufacturing LLC （日立造船とﾆﾁｱｽ㈱の合弁会社）

2010年春

 
工場稼動へ

【資

 

本 金 】

 

US$ 8,000,000 （約

 

8億円）

 【出資比率】

 

日立造船：

 

50% ニチアス：

 

50% 
【場

 

所】

 

米国

 

アラバマ州

 

スコッツボロ市

 【稼動開始】

 

2010年3月予定

 【生産規模】

 

脱硝触媒製造能力：

 

4,000m3/年

 【目

 

的】

 

米国並びに中国等諸外国のNOX排出規制による石炭ボイラー向け脱硝

 触媒の需要急増に対応する為

米国脱硝工場

 

H&N脱硝触媒
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計 数 計 画計計
 

数数
 

計計
 

画画
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